
修正概要

入札説明書の修正概要
No. 頁 修正 前 頁 修正 後

1 4

（４）構成企業による複数応募の禁止
設計業務・工事監理業務・建設業務（以下「特定業務」という。）を担
当する企業及び同企業と資本面又は人事面において密接な関連の
ある者は、他の入札参加者のコンソーシアム構成員又はコンソーシ
アム協力企業になることはできない。

4

（４）構成企業による複数応募の禁止
コンソーシアム構成員のうち、設計業務・工事監理業務・建設業務
（以下「特定業務」という。）を担当する企業及び同企業と資本面又は
人事面において密接な関連のある者は、他の入札参加者のコン
ソーシアム構成員又はコンソーシアム協力企業になることはできな
い。

2 6

③建設業務を行う者
建設業務を実施する者は、施工形態が特定JV、単体企業又は各業
種からなるコンソーシアムのいずれの場合でも以下に示す要件につ
いて、いずれにも該当すること。

6

③建設業務を行う者
建設業務を実施する者は、施工形態が単体企業又は各業種からな
るコンソーシアムのいずれの場合でも以下に示す要件について、い
ずれにも該当すること。



修正概要

要求水準書の修正概要
No. 頁 修正 前 頁 修正 後

1 40

2）　電気設備計画
ⅳ）非常用発電設備は屋上に設置することを想定し、72時間稼働で
きるよう危険物倉庫に燃料を備蓄する。（備蓄量については、燃料
400リットル程度とする。）また、給油に必要な設備（ポンプ、配管等）
を併設すること。非常用発電機設備の方式は、発電機容量に応じた
機能性や環境性などを考慮し、維持管理面にも配慮して選定するこ
と。なお、引き渡し時には、燃料を満タンにして引き渡すこと。

40

2）　電気設備計画
ⅳ）非常用発電設備は屋上に設置することを想定し、危険物倉庫に
燃料を備蓄する。（備蓄量については、燃料400リットル程度とす
る。）また、給油に必要な設備（ポンプ、配管等）を併設すること。非
常用発電機設備の方式は、発電機容量に応じた機能性や環境性な
どを考慮し、維持管理面にも配慮して選定すること。なお、引き渡し
時には、燃料を満タンにして引き渡すこと。

2 55

11　訓練スペース
【A：必須時刻】
・壁は設置せず、安全対策のため３方向に柵を設け、転落防止を図
ること。

55

11　訓練スペース
【A：必須時刻】
・壁は設置せず、外部に面する周囲には柵を設け、転落防止を図る
こと。

3 56

1　空調・機械室もしくは設置スペース
【A：必須事項】
・非常用発電設備は屋上に設置することを想定し、72時間稼働でき
るよう危険物倉庫に燃料を備蓄する。（備蓄量については、燃料400
リットル程度とする。）また、給油に必要な設備（ポンプ、配管等）を併
設すること。

56

1　空調・機械室もしくは設置スペース
【A：必須事項】
・非常用発電設備は屋上に設置することを想定し、危険物倉庫に燃
料を備蓄する。（備蓄量については、燃料400リットル程度とする。）
また、給油に必要な設備（ポンプ、配管等）を併設すること。

4 58

1　車庫
【A：必須事項】
・車両を鉄骨等で3方向囲むとともに、屋根を配し、訓練に支障がな
いスペースに配置すること。

58

1　車庫
【A：必須事項】
・鉄骨造で、かつ周囲三方を不燃材料で囲むとともに、屋根を配し、
訓練に支障がないスペースに配置すること。なお、前面における
シャッターの設置は不要である。
【B：提案事項】
・車両を横一列に駐車できることが望ましい。なお、スペースの有効
活用のため、一部車両を縦列に駐車することを可とする。


